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死の恐れから救われての恐れから救われて恐れから救われてれから救われて救われてわれて

ヘブル 2:14-18

2:14 そういうわけで、子たちがみな血と肉を持っているので、子たちがみな血と肉を持っているので、たちがみな血と肉を持っているので、血と肉を持っているので、と肉を持っているので、肉を持っているので、を持っているので、持っているので、っているの恐れから救われてで、子たちがみな血と肉を持っているので、

イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたじように、子たちがみな血と肉を持っているので、それら救われての恐れから救われてもの恐れから救われてを持っているので、お持ちになりました持っているので、ちにな血と肉を持っているので、りました。

それは、子たちがみな血と肉を持っているので、死の恐れから救われての恐れから救われて力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっを持っているので、持っているので、つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっ者、子たちがみな血と肉を持っているので、すな血と肉を持っているので、わち、子たちがみな血と肉を持っているので、悪魔をご自分の死によっを持っているので、ご自分の死によっ自分の死によっの恐れから救われて死の恐れから救われてによっ

て滅ぼし、ぼし、子たちがみな血と肉を持っているので、

2:15 死の恐れから救われての恐れから救われて恐れから救われて怖によって一生涯奴隷としてつながれていた人々をによって一生涯奴隷としてつながれていた人々をと肉を持っているので、してつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっな血と肉を持っているので、がれていた人々をを持っているので、

解放するためでした。するためでした。

2:16 当然ながら、イエスは御使いたちを助け出すのではなく、な血と肉を持っているので、がら救われて、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたは御使いたちを助け出すのではなく、いたちを持っているので、助け出すのではなく、け出すのではなく、すの恐れから救われてではな血と肉を持っているので、く、子たちがみな血と肉を持っているので、

アブラハムの子孫を助け出してくださるのです。の恐れから救われて子たちがみな血と肉を持っているので、孫を助け出してくださるのです。を持っているので、助け出すのではなく、け出すのではなく、してくださるの恐れから救われてです。

2:17 したがって、子たちがみな血と肉を持っているので、神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠に関わる事柄について、あわれみ深い、忠わる事柄について、あわれみ深い、忠につ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっいて、子たちがみな血と肉を持っているので、あわれみ深い、忠い、子たちがみな血と肉を持っているので、忠

実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同な血と肉を持っているので、大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同と肉を持っているので、な血と肉を持っているので、るために、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたはすべての恐れから救われて点で兄弟たちと同で兄弟たちと同たちと肉を持っているので、同じように、それらのものをお持ちになりました

じようにな血と肉を持っているので、ら救われてな血と肉を持っているので、ければな血と肉を持っているので、りませんでした。それで民の罪の宥めの恐れから救われて罪の宥めの恐れから救われて宥めめ

がな血と肉を持っているので、されたの恐れから救われてです。

2:18 イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたは、子たちがみな血と肉を持っているので、自ら救われて試みを受けて苦しまれたからこそ、試みらみを持っているので、受けて苦しまれたからこそ、試みらけて苦しまれたからこそ、試みらしまれたから救われてこそ、子たちがみな血と肉を持っているので、試みを受けて苦しまれたからこそ、試みらみら救われて

れている者たちを持っているので、助け出すのではなく、けること肉を持っているので、ができるの恐れから救われてです。

　きょうはイースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたター。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですを持っているので、祝う日ですう日ですです。

アメリカでは、教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クでは、子たちがみな血と肉を持っているので、教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クに一年で一番大勢の人が集まる日です。クで一番大勢の人が集まる日です。クの恐れから救われて人が集まる日です。クまる日ですです。ク

リスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたマスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたはクリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたチャンでない人も祝いますが、イースターはでな血と肉を持っているので、い人も祝う日ですいますが、子たちがみな血と肉を持っているので、イースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターは

クリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたチャンでない人も祝いますが、イースターはでな血と肉を持っているので、い日です本の人たちの間では、ほとんど祝われるの恐れから救われて人たちの恐れから救われて間では、ほとんど祝われるでは、子たちがみな血と肉を持っているので、ほと肉を持っているので、んど祝われる祝う日ですわれる

こと肉を持っているので、はありません。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですが、子たちがみな血と肉を持っているので、死の恐れから救われてんだけれど祝われる復活を祝う日ですし

たな血と肉を持っているので、ど祝われると肉を持っているので、いうの恐れから救われては、子たちがみな血と肉を持っているので、にわかに信じられないと考えているからでじら救われてれな血と肉を持っているので、いと肉を持っているので、考えているからでえているから救われてで

す。イースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターに教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クに来た人と話してみても、「子どものた人と肉を持っているので、話してみても、「子どものしてみても、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どもの子たちがみな血と肉を持っているので、ど祝われるもの恐れから救われて



エッグハンでない人も祝いますが、イースターはトの復活を祝う日ですに付き合って来ただけですよ」という返事で、イき合って来ただけですよ」という返事で、イって来た人と話してみても、「子どものただけですよ」と肉を持っているので、いう返事で、子たちがみな血と肉を持っているので、イ

エスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですを持っているので、真面目に考えてみようとする人に出会に考えているからでえてみようと肉を持っているので、する人に出すのではなく、会に一年で一番大勢の人が集まる日です。ク

うの恐れから救われてはまれでした。私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は、子たちがみな血と肉を持っているので、皆さんに、「キリストの復活」を真さんに、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どものキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日です」を持っているので、真

剣に考えていただきたいので、復活が伝説でも神話でもない、に考えているからでえていただきたいの恐れから救われてで、子たちがみな血と肉を持っているので、復活を祝う日ですが伝説でも神話でもない、でも神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠話してみても、「子どものでもな血と肉を持っているので、い、子たちがみな血と肉を持っているので、

歴史の事実であるということをお話ししょうと思います。それの恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同であると肉を持っているので、いうこと肉を持っているので、を持っているので、お持ちになりました話してみても、「子どものししょうと肉を持っているので、思います。それいます。それ

が歴史の事実であるということをお話ししょうと思います。それの恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同であること肉を持っているので、につ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっいては、子たちがみな血と肉を持っているので、いくつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっもの恐れから救われて「子どもの証拠」があ」があ

るの恐れから救われてですが、子たちがみな血と肉を持っているので、きょうは、子たちがみな血と肉を持っているので、六つの「復活の証拠」をあげてみたいつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっの恐れから救われて「子どもの復活を祝う日ですの恐れから救われて証拠」があ」を持っているので、あげてみたい

と肉を持っているので、思います。それいます。

　一、空の墓の墓墓

　キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですの恐れから救われて第一の恐れから救われて証拠」があは「子どもの空の墓」です。どの宗教のの恐れから救われて墓」です。どの宗教の」です。ど祝われるの恐れから救われて宗教の恐れから救われて

教祖も、その墓が大切にされ、人々は教祖の遺体や遺骨を拝むも、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて墓」です。どの宗教のが大切にされ、人々は教祖の遺体や遺骨を拝むにされ、子たちがみな血と肉を持っているので、人々をは教祖も、その墓が大切にされ、人々は教祖の遺体や遺骨を拝むの恐れから救われて遺体や遺骨を拝むや遺骨を拝む遺骨を拝むを持っているので、拝むむ

ため、子たちがみな血と肉を持っているので、そこにや遺骨を拝むってきます。しかし、子たちがみな血と肉を持っているので、エルサレムの子孫を助け出してくださるのです。にある、子たちがみな血と肉を持っているので、イエ

スもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて墓」です。どの宗教のは違います。そこは空っぽです。イエスの遺体が収めらいます。そこは空の墓」です。どの宗教のっぽです。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて遺体や遺骨を拝むが収めらめら救われて

れたと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、墓」です。どの宗教のの恐れから救われて入り口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印さり口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印さは大きな血と肉を持っているので、岩で塞がれた上、厳重に封印さで塞がれた上、厳重に封印さがれた上、子たちがみな血と肉を持っているので、厳重に封印さに封印ささ

れ、子たちがみな血と肉を持っているので、ローマ兵がそれを守っていました。ところが、日曜日の朝がそれを持っているので、守っていました。ところが、日曜日の朝っていました。と肉を持っているので、ころが、子たちがみな血と肉を持っているので、日です曜日ですの恐れから救われて朝

早く、墓の中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、く、子たちがみな血と肉を持っているので、墓」です。どの宗教のの恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、から救われての恐れから救われて力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっによって封印さは破られ、岩は転がり、ら救われてれ、子たちがみな血と肉を持っているので、岩で塞がれた上、厳重に封印さは転がり、がり、子たちがみな血と肉を持っているので、

ローマ兵がそれを守っていました。ところが、日曜日の朝は逃げ去りました。死も墓もイエスをつなぎとめておげ去りました。死も墓もイエスをつなぎとめておりました。死の恐れから救われても墓」です。どの宗教のもイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっな血と肉を持っているので、ぎと肉を持っているので、めてお持ちになりました

くこと肉を持っているので、は出すのではなく、来た人と話してみても、「子どものな血と肉を持っているので、かったの恐れから救われてです。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたは死の恐れから救われてに勝利し、よみがえし、子たちがみな血と肉を持っているので、よみがえ

ら救われてれたの恐れから救われてです。

　ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝えの恐れから救われて指導者たちは、子たちがみな血と肉を持っているので、使いたちを助け出すのではなく、徒たちがイエスの復活を宣べ伝えたちがイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて復活を祝う日ですを持っているので、宣べ伝えべ伝え

はじめたと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、使いたちを助け出すのではなく、徒たちがイエスの復活を宣べ伝えたちを持っているので、脅して、イエスの復活について語るして、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて復活を祝う日ですにつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっいて語るる

の恐れから救われてを持っているので、や遺骨を拝むめさせようと肉を持っているので、しました。ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝えの恐れから救われて指導者たちが「子どものイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました

は復活を祝う日ですしな血と肉を持っているので、かった」と肉を持っているので、言うのなら、その遺体は墓にあるはずでうの恐れから救われてな血と肉を持っているので、ら救われて、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて遺体や遺骨を拝むは墓」です。どの宗教のにあるはずで

す。墓」です。どの宗教のにあるイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて遺体や遺骨を拝むを持っているので、見せれば、それで使徒たちを黙らせれば、子たちがみな血と肉を持っているので、それで使いたちを助け出すのではなく、徒たちがイエスの復活を宣べ伝えたちを持っているので、黙らら救われて

せること肉を持っているので、ができたはずです。な血と肉を持っているので、ぜそうしな血と肉を持っているので、かったの恐れから救われてでしょう。

イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて墓」です。どの宗教のが空の墓」です。どの宗教のっぽだったから救われてです。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました



に反対する人たちでさえ、否定することができなかった事実なする人たちでさえ、子たちがみな血と肉を持っているので、否定することができなかった事実なすること肉を持っているので、ができな血と肉を持っているので、かった事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同な血と肉を持っているので、

の恐れから救われてです。

　二、歴史の記録の墓記録

　復活を祝う日ですの恐れから救われて第二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分の恐れから救われて証拠」があは「子どもの歴史の事実であるということをお話ししょうと思います。それの恐れから救われて記録」です。新約聖書の大部分」です。新約聖書の大部分の恐れから救われて大部分の死によっ

は、子たちがみな血と肉を持っているので、紀元 50年で一番大勢の人が集まる日です。クころから救われて 70年で一番大勢の人が集まる日です。クころに書の大部分かれました。コリンでない人も祝いますが、イースターはトの復活を祝う日です人

への恐れから救われて手紙第一は、子たちがみな血と肉を持っているので、使いたちを助け出すのではなく、徒たちがイエスの復活を宣べ伝えパウロが紀元 55年で一番大勢の人が集まる日です。クころ、子たちがみな血と肉を持っているので、コリンでない人も祝いますが、イースターはトの復活を祝う日ですの恐れから救われて信じられないと考えているからで

徒たちがイエスの復活を宣べ伝えに書の大部分き送った手紙です。その中に、こう書かれています。った手紙です。その恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、に、子たちがみな血と肉を持っているので、こう書の大部分かれています。

「子どもの私は、皆さんに、「キリストの復活」を真があな血と肉を持っているので、たがたに最も大切なこととして伝えたのは、私も受も大切にされ、人々は教祖の遺体や遺骨を拝むな血と肉を持っているので、こと肉を持っているので、と肉を持っているので、して伝えたの恐れから救われては、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真も受けて苦しまれたからこそ、試みら

けたこと肉を持っているので、であって、子たちがみな血と肉を持っているので、次のことです。キリストは、聖書に書いての恐れから救われてこと肉を持っているので、です。キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、聖書の大部分に書の大部分いて

あると肉を持っているので、お持ちになりましたりに、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちの恐れから救われて罪の宥めの恐れから救われてために死の恐れから救われてな血と肉を持っているので、れたこと肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、また、子たちがみな血と肉を持っているので、葬らら救われて

れたこと肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、また、子たちがみな血と肉を持っているので、聖書の大部分に書の大部分いてあると肉を持っているので、お持ちになりましたりに、子たちがみな血と肉を持っているので、三日です目に考えてみようとする人に出会によみが

えら救われてれたこと肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、また、子たちがみな血と肉を持っているので、ケファに現れ、それから十二弟子に現れに現れ、それから十二弟子に現れれ、子たちがみな血と肉を持っているので、それから救われて十二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、に現れ、それから十二弟子に現れれ

たこと肉を持っているので、です。」（第一コリント第一コリンでない人も祝いますが、イースターはトの復活を祝う日です 15:3-5）キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、後

にな血と肉を持っているので、って作られた伝説や神話であると言う人がいますが、伝説ら救われてれた伝説でも神話でもない、や遺骨を拝む神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠話してみても、「子どものであると肉を持っているので、言うのなら、その遺体は墓にあるはずでう人がいますが、子たちがみな血と肉を持っているので、伝説でも神話でもない、

や遺骨を拝む神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠話してみても、「子どものと肉を持っているので、いうもの恐れから救われては何世代も経って作られるもので、わずか数も経って作られるもので、わずか数って作られた伝説や神話であると言う人がいますが、伝説ら救われてれるもの恐れから救われてで、子たちがみな血と肉を持っているので、わずか数

十年で一番大勢の人が集まる日です。クでできるもの恐れから救われてではありません。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて

復活を祝う日ですの恐れから救われて直後から救われて宣べ伝えべ伝えら救われてれ、子たちがみな血と肉を持っているので、同じように、それらのものをお持ちになりましたじ世代も経って作られるもので、わずか数に書の大部分かれた聖書の大部分に記録」です。新約聖書の大部分

されているの恐れから救われてです。

　キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて十字架と復活は、聖書以外の文書にも記されていと肉を持っているので、復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、聖書の大部分以外の文書にも記されていの恐れから救われて文書の大部分にも記されてい

ます。ローマの恐れから救われて歴史の事実であるということをお話ししょうと思います。それ家タキトゥスは、紀元タキトの復活を祝う日ですゥスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたは、子たちがみな血と肉を持っているので、紀元 60年で一番大勢の人が集まる日です。クから救われて 120年で一番大勢の人が集まる日です。クに

生きた人でしたが、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて『年代記』の第年で一番大勢の人が集まる日です。ク代も経って作られるもので、わずか数記』の恐れから救われて第 15 巻 44 章に、「皇帝に、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どもの皇帝

ネロはクリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたチャンでない人も祝いますが、イースターはと肉を持っているので、呼ばれる人々を憎み、滅ぼそうとした。ばれる人々をを持っているので、憎み、滅ぼそうとした。み、子たちがみな血と肉を持っているので、滅ぼし、ぼそうと肉を持っているので、した。

クリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたチャンでない人も祝いますが、イースターはの恐れから救われて名は、キリストに由来し、彼は、皇帝テベリオは、子たちがみな血と肉を持っているので、キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですに由来た人と話してみても、「子どものし、子たちがみな血と肉を持っているので、彼は、皇帝テベリオは、子たちがみな血と肉を持っているので、皇帝テベリオ

の恐れから救われて時代も経って作られるもので、わずか数、子たちがみな血と肉を持っているので、総督ポンテオ・ピラトの手によって処刑された」と書ポンでない人も祝いますが、イースターはテオ・ピラトの復活を祝う日ですの恐れから救われて手によって処刑された」と書された」と肉を持っているので、書の大部分

いています。また、子たちがみな血と肉を持っているので、ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝え人の恐れから救われて歴史の事実であるということをお話ししょうと思います。それ家タキトゥスは、紀元、子たちがみな血と肉を持っているので、フラビウスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・ヨセフスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました

は紀元 94年で一番大勢の人が集まる日です。クに『年代記』の第ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝え古代も経って作られるもので、わずか数記』を持っているので、書の大部分いていますが、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて第 18



巻 3 章に、「皇帝に「子どものこの恐れから救われてキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、聖な血と肉を持っているので、る預言うのなら、その遺体は墓にあるはずで者たちが預言うのなら、その遺体は墓にあるはずでしたよう

に、子たちがみな血と肉を持っているので、三日です目に考えてみようとする人に出会によみがえって、子たちがみな血と肉を持っているので、人々をに現れ、それから十二弟子に現れわれた。クリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたチャンでない人も祝いますが、イースターはと肉を持っているので、

呼ばれる人々を憎み、滅ぼそうとした。ばれる人々をは今日ですにいたるまで滅ぼし、びること肉を持っているので、な血と肉を持っているので、く続いている」いている」

と肉を持っているので、書の大部分いています。歴史の事実であるということをお話ししょうと思います。それの恐れから救われて記録」です。新約聖書の大部分は、子たちがみな血と肉を持っているので、復活を祝う日ですの恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同を持っているので、証言うのなら、その遺体は墓にあるはずでしています。

　三、日曜日の墓礼拝

　第三の恐れから救われて証拠」があは、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どもの日です曜日ですの恐れから救われて礼拝む」です。ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝えの恐れから救われて人々をはそれ

まで土曜日ですに礼拝むを持っているので、守っていました。ところが、日曜日の朝っていました。な血と肉を持っているので、の恐れから救われてに教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クの恐れから救われて礼拝むは日です曜

日ですに行われました。なぜでしょう。それは、イエス・キリストわれました。な血と肉を持っているので、ぜでしょう。それは、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日です

が日です曜日ですに復活を祝う日ですしたから救われてです。礼拝むは、子たちがみな血と肉を持っているので、今から救われて二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分千年で一番大勢の人が集まる日です。ク前に亡くに亡くく

な血と肉を持っているので、ら救われてれた方を懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」でを持っているので、懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」でかしんで集まる日です。クまる「子どものメモリアル・サーヴィスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました」で

はありません。生きているお持ちになりました方を懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」で、子たちがみな血と肉を持っているので、死の恐れから救われてに打ち勝った勝利の主をほち勝った勝利し、よみがえの恐れから救われて主をほを持っているので、ほ

めたたえて過ごす時間なのです。ですから、毎週の日曜日がご自分の死によっす時間では、ほとんど祝われるな血と肉を持っているので、の恐れから救われてです。ですから救われて、子たちがみな血と肉を持っているので、毎週の日曜日がの恐れから救われて日です曜日ですが

イースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターな血と肉を持っているので、の恐れから救われてです。きょうは、子たちがみな血と肉を持っているので、日です曜日ですの恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、の恐れから救われて日です曜日です、子たちがみな血と肉を持っているので、イースもまた同じように、それらのものをお持ちになりました

ターの恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、の恐れから救われてイースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターと肉を持っているので、いうこと肉を持っているので、にな血と肉を持っているので、ります。

　四、数多くの目撃者くの墓目撃者

　第四の証拠は、復活の「目撃者」が大勢いたことです。朝早の恐れから救われて証拠」があは、子たちがみな血と肉を持っているので、復活を祝う日ですの恐れから救われて「子どもの目に考えてみようとする人に出会撃者」が大勢の人が集まる日です。クいたこと肉を持っているので、です。朝早く、墓の中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、

くイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われてから救われてだに香油を塗りに行った女の弟子たちは空の墓を持っているので、塗りに行った女の弟子たちは空の墓りに行われました。なぜでしょう。それは、イエス・キリストった女の弟子たちは空の墓の恐れから救われて弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、たちは空の墓」です。どの宗教のの恐れから救われて墓」です。どの宗教の

を持っているので、見せれば、それで使徒たちを黙らました。ペテロもヨハネも墓」です。どの宗教のが空の墓」です。どの宗教のであったの恐れから救われてを持っているので、確かめましかめまし

た。ペテロは墓」です。どの宗教のの恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、にまで入り口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印さって、子たちがみな血と肉を持っているので、それが空の墓」です。どの宗教のっぽだったこと肉を持っているので、を持っているので、

確かめまし認しています。十二弟子をはじめ多くの弟子たちが復活されしています。十二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、を持っているので、はじめ多くの弟子たちが復活されくの恐れから救われて弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、たちが復活を祝う日ですされ

たイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですに出すのではなく、会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クいました。復活を祝う日ですして天に帰るまでのに帰るまでのるまでの恐れから救われて

四の証拠は、復活の「目撃者」が大勢いたことです。朝早十日ですの恐れから救われて間では、ほとんど祝われる、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたは彼は、皇帝テベリオら救われてにご自分の死によっ自分の死によっの恐れから救われて生きてお持ちになりましたら救われてれること肉を持っているので、を持っているので、示

されました。復活を祝う日ですから救われて 25年で一番大勢の人が集まる日です。ク経って作られるもので、わずか数った後も、子たちがみな血と肉を持っているので、復活を祝う日ですの恐れから救われて「子どもの目に考えてみようとする人に出会撃者」た

ちは少なくても五百人は生存していました（コリント第一な血と肉を持っているので、くても五百人は生存していました（コリント第一していました（第一コリントコリンでない人も祝いますが、イースターはトの復活を祝う日です第一

15:6）。ご自分の死によっく少なくても五百人は生存していました（コリント第一人数の恐れから救われて人な血と肉を持っているので、ら救われていざ知らず、何百人もの人々の目知らず、何百人もの人々の目ら救われてず、子たちがみな血と肉を持っているので、何百人もの恐れから救われて人々をの恐れから救われて目に考えてみようとする人に出会

撃したこと肉を持っているので、が、子たちがみな血と肉を持っているので、幻影だったとか作り話だったということはありだったと肉を持っているので、か作られた伝説や神話であると言う人がいますが、伝説り話してみても、「子どものだったと肉を持っているので、いうこと肉を持っているので、はあり



えません。キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですは確かめましかな血と肉を持っているので、事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同です。そして、子たちがみな血と肉を持っているので、この恐れから救われて事

実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同は、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちの恐れから救われて人生を持っているので、勝利し、よみがえに導く事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同です。死の恐れから救われてに勝利し、よみがえされたお持ちになりました

方を懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」でを持っているので、信じられないと考えているからでじる者は、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて人生にお持ちになりましたいて勝利し、よみがえ者と肉を持っているので、な血と肉を持っているので、ること肉を持っているので、ができる

の恐れから救われてです。

　五、弟子たちの変化たちの墓変化

　復活を祝う日ですの恐れから救われて第五の恐れから救われて証拠」があは「子どもの弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、たちの恐れから救われて変化」です。よみがえった」です。よみがえった

キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですに出すのではなく、会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クった人々をはみな血と肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて人生に大きな血と肉を持っているので、変化」です。よみがえったを持っているので、体や遺骨を拝む験

しています。

　まず、子たちがみな血と肉を持っているので、ペテロの恐れから救われて場合って来ただけですよ」という返事で、イを持っているので、見せれば、それで使徒たちを黙らましょう。ペテロは、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どもの私は、皆さんに、「キリストの復活」を真こそイエ

スもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて一番弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、」と肉を持っているので、自負していました。イエスがゲツセマネといしていました。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたがゲツセマネと肉を持っているので、い

うと肉を持っているので、ころで捕まえられたとき、他の弟子たちは逃げてしまいままえら救われてれたと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、他の弟子たちは逃げてしまいまの恐れから救われて弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、たちは逃げ去りました。死も墓もイエスをつなぎとめておげてしまいま

したが、子たちがみな血と肉を持っているので、ペテロは、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたが連れていかれた大祭司の家の中庭れていかれた大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同の恐れから救われて家タキトゥスは、紀元の恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、庭

に紛れ込みました。しかし、そばにいた人々から「おまえはイれ込みました。しかし、そばにいた人々から「おまえはイみました。しかし、子たちがみな血と肉を持っているので、そばにいた人々をから救われて「子どものお持ちになりましたまえはイ

エスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、だろう」と肉を持っているので、言うのなら、その遺体は墓にあるはずでわれたと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、彼は、皇帝テベリオは自分の死によっの恐れから救われて身が危うくなが危うくなうくな血と肉を持っているので、

るの恐れから救われてを持っているので、恐れから救われてれて、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どもの私は、皆さんに、「キリストの復活」を真はイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたな血と肉を持っているので、ど祝われると肉を持っているので、いう人は知らず、何百人もの人々の目ら救われてな血と肉を持っているので、い」と肉を持っているので、言うのなら、その遺体は墓にあるはずでい、子たちがみな血と肉を持っているので、

イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、三度も否んでしまいました。も否んでしまいました。

　と肉を持っているので、ころが、子たちがみな血と肉を持っているので、それから救われてわずかしかたたな血と肉を持っているので、いうちに、子たちがみな血と肉を持っているので、ペテロは再

び、子たちがみな血と肉を持っているので、弟たちと同子たちがみな血と肉を持っているので、たちの恐れから救われて先頭に立ち、エルサレムの真ん中で、こう言いに立ち、エルサレムの真ん中で、こう言いち、子たちがみな血と肉を持っているので、エルサレムの子孫を助け出してくださるのです。の恐れから救われて真ん中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、で、子たちがみな血と肉を持っているので、こう言うのなら、その遺体は墓にあるはずでい

ました。「子どものこの恐れから救われてイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、あな血と肉を持っているので、たがたは律法を持たない人々のを持っているので、持っているので、たな血と肉を持っているので、い人々をの恐れから救われて

手によって十字架と復活は、聖書以外の文書にも記されていにつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっけて殺したのです。しかし神は、イエスしたの恐れから救われてです。しかし神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠は、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました

を持っているので、死の恐れから救われての恐れから救われて苦しまれたからこそ、試みらしみから救われて解き放するためでした。って、子たちがみな血と肉を持っているので、よみがえら救われてせました。」（第一コリント使いたちを助け出すのではなく、徒たちがイエスの復活を宣べ伝え

2:23-24）イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたの恐れから救われて復活を祝う日ですを持っているので、堂々をと肉を持っているので、宣べ伝えべ伝えたの恐れから救われてです。

　ある日です、子たちがみな血と肉を持っているので、ペテロが神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠殿で病人をいやしたとき、ユダヤの指導で病人を持っているので、いや遺骨を拝むしたと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝えの恐れから救われて指導

者たちはペテロを持っているので、捕まえられたとき、他の弟子たちは逃げてしまいままえ、子たちがみな血と肉を持っているので、取り調べました。その時もペテロはり調べました。その時もペテロはべました。その恐れから救われて時もペテロは

ひるむこと肉を持っているので、な血と肉を持っているので、く言うのなら、その遺体は墓にあるはずでいました。「子どもの民の罪の宥めの恐れから救われて指導者たち、子たちがみな血と肉を持っているので、な血と肉を持っているので、ら救われてびに長老

の恐れから救われて方を懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」で々を。私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちが今日です取り調べました。その時もペテロはり調べました。その時もペテロはべを持っているので、受けて苦しまれたからこそ、試みらけているの恐れから救われてが、子たちがみな血と肉を持っているので、一人の恐れから救われて病人



に対する人たちでさえ、否定することができなかった事実なする良いわざと、その人が何によって癒やされたのかといいわざ知らず、何百人もの人々の目と肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて人が何によって癒やされたのかといや遺骨を拝むされたの恐れから救われてかと肉を持っているので、い

うこと肉を持っているので、の恐れから救われてためな血と肉を持っているので、ら救われて、子たちがみな血と肉を持っているので、皆さんに、「キリストの復活」を真さんも、子たちがみな血と肉を持っているので、またイスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたラエルの恐れから救われてすべての恐れから救われて民の罪の宥めも、子たちがみな血と肉を持っているので、

知らず、何百人もの人々の目っていただきたい。この恐れから救われて人が治ってあなたがたの前に立ってってあな血と肉を持っているので、たがたの恐れから救われて前に亡くに立ち、エルサレムの真ん中で、こう言いって

いるの恐れから救われては、子たちがみな血と肉を持っているので、あな血と肉を持っているので、たがたが十字架と復活は、聖書以外の文書にも記されていにつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっけ、子たちがみな血と肉を持っているので、神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠が死の恐れから救われて者の恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、から救われてよみ

がえら救われてせたナザレ人イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて名は、キリストに由来し、彼は、皇帝テベリオによること肉を持っているので、です。」

（第一コリント使いたちを助け出すのではなく、徒たちがイエスの復活を宣べ伝え 4:8-10）かつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によって人を持っているので、恐れから救われてれ、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、否定することができなかった事実なした人物が、こが、子たちがみな血と肉を持っているので、こ

んな血と肉を持っているので、にも大胆にイエスを伝えている。この変化はどこから来たにイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、伝えている。この恐れから救われて変化」です。よみがえったはど祝われるこから救われて来た人と話してみても、「子どものた

の恐れから救われてでしょう。キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日です以外の文書にも記されていに説でも神話でもない、明がつきません。ペテロがつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっきません。ペテロ

はよみがえったキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですによって変えら救われてれたの恐れから救われてです。

　次のことです。キリストは、聖書に書いてはパウロです。パウロはペテロと肉を持っているので、同じように、それらのものをお持ちになりました世代も経って作られるもので、わずか数の恐れから救われて人でしたが、子たちがみな血と肉を持っているので、ペ

テロと肉を持っているので、は全く別の道を歩んできた人でした。トルコにタルススく別の道を歩んできた人でした。トルコにタルススの恐れから救われて道を歩んできた人でした。トルコにタルススを持っているので、歩んできた人でした。トルコにタルススんできた人でした。トの復活を祝う日ですルコにタルスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました

と肉を持っているので、いう町がありますが、パウロはその町の裕福なユダヤ人家庭がありますが、子たちがみな血と肉を持っているので、パウロはその恐れから救われて町がありますが、パウロはその町の裕福なユダヤ人家庭の恐れから救われて裕福なユダヤ人家庭な血と肉を持っているので、ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝え人家タキトゥスは、紀元庭

に生まれ、子たちがみな血と肉を持っているので、生まれな血と肉を持っているので、がら救われてローマの恐れから救われて市民の罪の宥め権を持っていました。パを持っているので、持っているので、っていました。パ

ウロはユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝え人と肉を持っているので、しての恐れから救われて誇りを強く持っていたので、ギリシャりを持っているので、強く持っていたので、ギリシャく持っているので、っていたの恐れから救われてで、子たちがみな血と肉を持っているので、ギリシャ

の恐れから救われて学問を修めるだけではあきたらず、エルサレムに行き、当時を持っているので、修めるだけではあきたらず、エルサレムに行き、当時めるだけではあきたら救われてず、子たちがみな血と肉を持っているので、エルサレムの子孫を助け出してくださるのです。に行われました。なぜでしょう。それは、イエス・キリストき、子たちがみな血と肉を持っているので、当時

ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝えで最も大切なこととして伝えたのは、私も受高の教師といわれたガマリエルの門下生となりましの恐れから救われて教師といわれたガマリエルの門下生となりましと肉を持っているので、いわれたガマリエルの恐れから救われて門下生と肉を持っているので、な血と肉を持っているので、りまし

た。ペテロがイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたに従い、イエスから学んでいた三年間、パい、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたから救われて学んでいた三年で一番大勢の人が集まる日です。ク間では、ほとんど祝われる、子たちがみな血と肉を持っているので、パ

ウロはガマリエルの恐れから救われて膝下で、子たちがみな血と肉を持っているので、脇目に考えてみようとする人に出会もふら救われてず、子たちがみな血と肉を持っているので、ユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝え教の恐れから救われて伝統をを持っているので、

学んでいたの恐れから救われてです。エルサレムの子孫を助け出してくださるのです。で教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クが始まったとき、パウロまったと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、パウロ

はユダヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝え教パリサイ派の指導者のひとりとなり、教会迫害の先の恐れから救われて指導者の恐れから救われてひと肉を持っているので、りと肉を持っているので、な血と肉を持っているので、り、子たちがみな血と肉を持っているので、教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。ク迫害の先の恐れから救われて先

頭に立ち、エルサレムの真ん中で、こう言いに立ち、エルサレムの真ん中で、こう言いっていました。

　パウロは、子たちがみな血と肉を持っているので、遠くダマスコの教会までも迫害の手を伸ばしましくダマスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたコの恐れから救われて教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クまでも迫害の先の恐れから救われて手を持っているので、伸ばしましばしまし

た。と肉を持っているので、ころが、子たちがみな血と肉を持っているので、パウロはダマスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたコに入り口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印さる前に亡くに、子たちがみな血と肉を持っているので、復活を祝う日ですしたイエ

スもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですに出すのではなく、会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クったの恐れから救われてです。「子どものイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたはキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですではな血と肉を持っているので、

い」、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どものイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたは復活を祝う日ですしな血と肉を持っているので、かった」と肉を持っているので、信じられないと考えているからでじてきたパウロが、子たちがみな血と肉を持っているので、イ

エスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたはよみがえって生きてお持ちになりましたら救われてれると肉を持っているので、いう事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同に直面したの恐れから救われてえ

す。事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同以上に力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっあるもの恐れから救われてはありません。ど祝われるんな血と肉を持っているので、理論も事実のも事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同の恐れから救われて



前に亡くには力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっがありません。パウロは自分の死によっの恐れから救われて信じられないと考えているからで念や理論ではなく、や遺骨を拝む理論も事実のではな血と肉を持っているので、く、子たちがみな血と肉を持っているので、

キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですと肉を持っているので、いう事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同に立ち、エルサレムの真ん中で、こう言いって聖書の大部分を持っているので、学び直しました。博

学な血と肉を持っているので、彼は、皇帝テベリオは、子たちがみな血と肉を持っているので、今までの恐れから救われて聖書の大部分の恐れから救われて知らず、何百人もの人々の目識を総動員し、「キリストは、聖を持っているので、総動員し、「キリストは、聖し、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どものキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、聖

書の大部分に書の大部分いてあると肉を持っているので、お持ちになりましたりに、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちの恐れから救われて罪の宥めの恐れから救われてために死の恐れから救われてな血と肉を持っているので、れたこと肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、

また、子たちがみな血と肉を持っているので、葬らら救われてれたこと肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、また、子たちがみな血と肉を持っているので、聖書の大部分に書の大部分いてあると肉を持っているので、お持ちになりましたりに、子たちがみな血と肉を持っているので、三日です

目に考えてみようとする人に出会によみがえら救われてれたこと肉を持っているので、」と肉を持っているので、いう事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同受けて苦しまれたからこそ、試みらけ入り口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印されたの恐れから救われてです。それ

以来た人と話してみても、「子どもの、子たちがみな血と肉を持っているので、パウロは、子たちがみな血と肉を持っているので、ネロ皇帝の恐れから救われて時代も経って作られるもので、わずか数に殉教するまで、子たちがみな血と肉を持っているので、命がけでイがけでイ

エスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですを持っているので、宣べ伝えべ伝えました。パウロを持っているので、迫害の先者から救われて宣べ伝え教者

へと肉を持っているので、変えたの恐れから救われては、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですの恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同でした。

　六、信仰の喜びの墓喜びび

　聖書の大部分はこう言うのなら、その遺体は墓にあるはずでっています。「子どものあな血と肉を持っているので、たがたはイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日です

を持っているので、見せれば、それで使徒たちを黙らたこと肉を持っているので、はな血と肉を持っているので、いけれど祝われるも愛しており、今見てはいないけれどしてお持ちになりましたり、子たちがみな血と肉を持っているので、今見せれば、それで使徒たちを黙らてはいな血と肉を持っているので、いけれど祝われる

も信じられないと考えているからでじてお持ちになりましたり、子たちがみな血と肉を持っているので、こと肉を持っているので、ばに尽くせない、栄えに満ちた喜びに躍っくせな血と肉を持っているので、い、子たちがみな血と肉を持っているので、栄えに満ちた喜びに躍っえに満ちた喜びに躍っちた喜びに躍っびに躍っっ

ています。あな血と肉を持っているので、たがたが、子たちがみな血と肉を持っているので、信じられないと考えているからで仰の結果であるたましいの救いをの恐れから救われて結果であるたましいの救いをであるたましいの恐れから救われて救われていを持っているので、

得ているからです。」（ペテロ第一ているから救われてです。」（第一コリントペテロ第一 1:8-9）キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですか

ら救われて二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分千年で一番大勢の人が集まる日です。クが経って作られるもので、わずか数ちました。私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちはキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですを持っているので、直接は見ては見せれば、それで使徒たちを黙らて

いません。けれど祝われるも、子たちがみな血と肉を持っているので、復活を祝う日ですの恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同は変わること肉を持っているので、がな血と肉を持っているので、く、子たちがみな血と肉を持っているので、イエ

スもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですは今も生きてお持ちになりましたら救われてれます。この恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同を持っているので、信じられないと考えているからでじると肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、

私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちは「子どもの見せれば、それで使徒たちを黙らたこと肉を持っているので、はな血と肉を持っているので、く、子たちがみな血と肉を持っているので、今、子たちがみな血と肉を持っているので、見せれば、それで使徒たちを黙らていな血と肉を持っているので、くても」イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キ

リスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですを持っているので、信じられないと考えているからでじて、子たちがみな血と肉を持っているので、喜びに躍っびに満ちた喜びに躍ったされるの恐れから救われてです。この恐れから救われて信じられないと考えているからで仰の結果であるたましいの救いをの恐れから救われて喜びに躍っび、子たちがみな血と肉を持っているので、

たましいの恐れから救われて救われていは、子たちがみな血と肉を持っているので、今も、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですが宣べ伝えべ伝え

ら救われてれると肉を持っているので、ころでは、子たちがみな血と肉を持っているので、ど祝われるこででも起こっています。復活の第六のこっています。復活を祝う日ですの恐れから救われて第六つの「復活の証拠」をあげてみたいの恐れから救われて

証拠」があは、子たちがみな血と肉を持っているので、この恐れから救われて信じられないと考えているからで仰の結果であるたましいの救いをの恐れから救われて喜びに躍っびです。

　一昨年で一番大勢の人が集まる日です。ク（第一コリント2017年で一番大勢の人が集まる日です。ク）4 月 10日ですに亡くくな血と肉を持っているので、った羽鳥 明がつきません。ペテロ先生は、子たちがみな血と肉を持っているので、日です

本の人たちの間では、ほとんど祝われるの恐れから救われて伝道を歩んできた人でした。トルコにタルススを持っているので、リードしてきた伝道者です。羽鳥先生には弟さんがしてきた伝道を歩んできた人でした。トルコにタルスス者です。羽鳥先生には弟たちと同さんが

いて、子たちがみな血と肉を持っているので、羽鳥先生は、子たちがみな血と肉を持っているので、弟たちと同さんがイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですを持っているので、信じられないと考えているからでじて救われてわれ



るようにと肉を持っているので、祈っていました。ある日曜日、羽鳥先生は弟さんをっていました。ある日です曜日です、子たちがみな血と肉を持っているので、羽鳥先生は弟たちと同さんを持っているので、

教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クに誘い、一緒に礼拝に出ました。教会に着いて、羽鳥先生い、子たちがみな血と肉を持っているので、一緒に礼拝に出ました。教会に着いて、羽鳥先生に礼拝むに出すのではなく、ました。教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クに着いて、羽鳥先生いて、子たちがみな血と肉を持っているので、羽鳥先生

は、子たちがみな血と肉を持っているので、一瞬、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どものしまった。別の道を歩んできた人でした。トルコにタルススの恐れから救われて日ですにすれば良いわざと、その人が何によって癒やされたのかといかった」と肉を持っているので、思います。それったそ

うです。その恐れから救われて日ですはちょうど祝われるイースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターだったから救われてです。弟たちと同さん

は、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われてころ、子たちがみな血と肉を持っているので、共産主をほ義の活動家で、唯物主義思想を持っていの恐れから救われて活を祝う日です動家タキトゥスは、紀元で、子たちがみな血と肉を持っているので、唯物が、こ主をほ義の活動家で、唯物主義思想を持ってい思います。それ想を持っていを持っているので、持っているので、ってい

ました。そんな血と肉を持っているので、彼は、皇帝テベリオが、子たちがみな血と肉を持っているので、いきな血と肉を持っているので、り、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どものキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですは復活を祝う日ですした」な血と肉を持っているので、ど祝われる

と肉を持っているので、いうメッセージを聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えを持っているので、聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えいたら救われて、子たちがみな血と肉を持っているので、きっと肉を持っているので、心を閉ざすだろうと考えを持っているので、閉ざすだろうと考えざ知らず、何百人もの人々の目すだろうと肉を持っているので、考えているからでえ

たから救われてです。と肉を持っているので、ころが、子たちがみな血と肉を持っているので、弟たちと同さんは真剣に考えていただきたいので、復活が伝説でも神話でもない、に、子たちがみな血と肉を持っているので、復活を祝う日ですの恐れから救われてメッセージを聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えに

耳を傾けました。信仰を求め、クリスチャンになり、やがて牧を持っているので、傾けました。信仰を求め、クリスチャンになり、やがて牧けました。信じられないと考えているからで仰の結果であるたましいの救いをを持っているので、求め、クリスチャンになり、やがて牧め、子たちがみな血と肉を持っているので、クリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたチャンでない人も祝いますが、イースターはにな血と肉を持っているので、り、子たちがみな血と肉を持っているので、や遺骨を拝むがて牧

師といわれたガマリエルの門下生となりましと肉を持っているので、な血と肉を持っているので、りました。羽鳥純二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分先生の恐れから救われてこと肉を持っているので、です。羽鳥純二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分先生は、子たちがみな血と肉を持っているので、

後に、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われてと肉を持っているので、きの恐れから救われてこと肉を持っているので、を持っているので、振り返って、こう話しています。「私り返って、子たちがみな血と肉を持っているので、こう話してみても、「子どものしています。「子どもの私は、皆さんに、「キリストの復活」を真

は、子たちがみな血と肉を持っているので、社会に一年で一番大勢の人が集まる日です。ク正義の活動家で、唯物主義思想を持っていを持っているので、目に考えてみようとする人に出会指して活を祝う日です動していましたが、子たちがみな血と肉を持っているので、同じように、それらのものをお持ちになりました志たちの中にたちの恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、に

裏切にされ、人々は教祖の遺体や遺骨を拝むりや遺骨を拝む、子たちがみな血と肉を持っているので、足の引っ張り合いなど、自分たちが理想として掲げの恐れから救われて引っ張り合いなど、自分たちが理想として掲げっ張り合いなど、自分たちが理想として掲げり合って来ただけですよ」という返事で、イいな血と肉を持っているので、ど祝われる、子たちがみな血と肉を持っているので、自分の死によったちが理想を持っていと肉を持っているので、して掲げげ

ているもの恐れから救われてと肉を持っているので、は正反対する人たちでさえ、否定することができなかった事実なの恐れから救われて醜いものが多くありました。自分自身いもの恐れから救われてが多くの弟子たちが復活されくありました。自分の死によっ自身が危うくな

の恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、にも、子たちがみな血と肉を持っているので、ど祝われるうしようもな血と肉を持っているので、い欲望があり、どんどんと乱れた生があり、子たちがみな血と肉を持っているので、ど祝われるんど祝われるんと肉を持っているので、乱れた生れた生

活を祝う日ですに向かっていました。教会で復活のメッセージを聞くうちにかっていました。教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クで復活を祝う日ですの恐れから救われてメッセージを聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えを持っているので、聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えくうちに、子たちがみな血と肉を持っているので、

復活を祝う日ですの恐れから救われて力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっがな血と肉を持っているので、くては、子たちがみな血と肉を持っているので、こんな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は決して生まれ変わることはでして生まれ変わること肉を持っているので、はで

きな血と肉を持っているので、いと肉を持っているので、思います。それうようにな血と肉を持っているので、りました。」皆さんに、「キリストの復活」を真さん、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日です

の恐れから救われて復活を祝う日ですの恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同は、子たちがみな血と肉を持っているので、今も、子たちがみな血と肉を持っているので、信じられないと考えているからでじる者の恐れから救われて人生を持っているので、変えています。今も、子たちがみな血と肉を持っているので、

生きてお持ちになりましたら救われてれるキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですがたましいに消えない喜びを与えておえな血と肉を持っているので、い喜びに躍っびを持っているので、与えておえてお持ちになりました

ら救われてれるの恐れから救われてです。

　私は、皆さんに、「キリストの復活」を真も、子たちがみな血と肉を持っているので、同じように、それらのものをお持ちになりましたじ喜びに躍っびを持っているので、受けて苦しまれたからこそ、試みらけました。私は、皆さんに、「キリストの復活」を真の恐れから救われてちいさな血と肉を持っているので、証しを持っているので、して、子たちがみな血と肉を持っているので、

きょうの恐れから救われてお持ちになりました話してみても、「子どものを持っているので、締めくくりたいと思います。めくくりたいと肉を持っているので、思います。それいます。

　私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は、子たちがみな血と肉を持っているので、十歳のとき、母を亡くしました。母の死後、病気をしの恐れから救われてと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、母を亡くしました。母の死後、病気をしを持っているので、亡くくしました。母を亡くしました。母の死後、病気をしの恐れから救われて死の恐れから救われて後、子たちがみな血と肉を持っているので、病気をしを持っているので、し

て一年で一番大勢の人が集まる日です。ク間では、ほとんど祝われる学校を休みました。学校に戻るようになっても、体育を持っているので、休みました。学校に戻るようになっても、体育みました。学校を休みました。学校に戻るようになっても、体育に戻るようになっても、体育るようにな血と肉を持っているので、っても、子たちがみな血と肉を持っているので、体や遺骨を拝む育

の恐れから救われて時間では、ほとんど祝われるは見せれば、それで使徒たちを黙ら学で、子たちがみな血と肉を持っているので、週の日曜日がに一度も否んでしまいました。は早く、墓の中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、引っ張り合いなど、自分たちが理想として掲げきを持っているので、して病院に通わなければに通わなければわな血と肉を持っているので、ければ

な血と肉を持っているので、りませんでした。そんな血と肉を持っているので、状態が高校に行くまで続きました。が高の教師といわれたガマリエルの門下生となりまし校を休みました。学校に戻るようになっても、体育に行われました。なぜでしょう。それは、イエス・キリストくまで続いている」きました。



　私は、皆さんに、「キリストの復活」を真の恐れから救われて一番上の恐れから救われて姉は子どもがなかったので、末っ子の私を自分は子たちがみな血と肉を持っているので、ど祝われるもがな血と肉を持っているので、かったの恐れから救われてで、子たちがみな血と肉を持っているので、末っ子の私を自分っ子たちがみな血と肉を持っているので、の恐れから救われて私は、皆さんに、「キリストの復活」を真を持っているので、自分の死によっ

の恐れから救われて子たちがみな血と肉を持っているので、供のようにかわいがってくれました。義理の兄もそうでしの恐れから救われてようにかわいがってくれました。義の活動家で、唯物主義思想を持ってい理の恐れから救われて兄もそうでし

た。と肉を持っているので、ころが、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて義の活動家で、唯物主義思想を持ってい理の恐れから救われて兄がトの復活を祝う日ですラックの恐れから救われて荷台から降り落とさから救われて降り落とさり落とさと肉を持っているので、さ

れ亡くくな血と肉を持っているので、ってしまいました。それは母を亡くしました。母の死後、病気をしの恐れから救われて死の恐れから救われて後二の証拠は「歴史の記録」です。新約聖書の大部分年で一番大勢の人が集まる日です。クもたたな血と肉を持っているので、いう

ちでした。

　私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は肉を持っているので、親の死と自分の病気をとうして、死を恐れるようにの恐れから救われて死の恐れから救われてと肉を持っているので、自分の死によっの恐れから救われて病気をしを持っているので、と肉を持っているので、うして、子たちがみな血と肉を持っているので、死の恐れから救われてを持っているので、恐れから救われてれるように

な血と肉を持っているので、っていました。高の教師といわれたガマリエルの門下生となりまし校を休みました。学校に戻るようになっても、体育生にな血と肉を持っているので、っても時々を高の教師といわれたガマリエルの門下生となりましい熱を出して一週間を持っているので、出すのではなく、して一週の日曜日が間では、ほとんど祝われる

も寝込みました。しかし、そばにいた人々から「おまえはイんでしまうこと肉を持っているので、がありました。そんな血と肉を持っているので、時、子たちがみな血と肉を持っているので、この恐れから救われてまま死の恐れから救われてん

でしまったら救われてど祝われるうな血と肉を持っているので、るんだろう、子たちがみな血と肉を持っているので、長く生きたと肉を持っているので、しても、子たちがみな血と肉を持っているので、や遺骨を拝むがて

は年で一番大勢の人が集まる日です。クを持っているので、と肉を持っているので、って死の恐れから救われてんでいくの恐れから救われてな血と肉を持っているので、ら救われて、子たちがみな血と肉を持っているので、生きていくこと肉を持っているので、にはど祝われるんな血と肉を持っているので、意

味があるのだろう。また、どんなに私を愛してくれる人がいてがあるの恐れから救われてだろう。また、子たちがみな血と肉を持っているので、ど祝われるんな血と肉を持っているので、に私は、皆さんに、「キリストの復活」を真を持っているので、愛しており、今見てはいないけれどしてくれる人がいて

も、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて人もや遺骨を拝むがて世を持っているので、去りました。死も墓もイエスをつなぎとめておっていく。変わら救われてず自分の死によっを持っているので、愛しており、今見てはいないけれどしてく

れるもの恐れから救われてな血と肉を持っているので、ど祝われる、子たちがみな血と肉を持っているので、ありはしな血と肉を持っているので、いの恐れから救われてだと肉を持っているので、考えているからでえたりもしました。

　聖書の大部分に興味があるのだろう。また、どんなに私を愛してくれる人がいてを持っているので、持っているので、ったの恐れから救われては、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われてころでした。聖書の大部分を持っているので、買い求めい求め、クリスチャンになり、やがて牧め、子たちがみな血と肉を持っているので、

通わなければ信じられないと考えているからで講座で聖書の勉強をはじめました。ラジオでキリスト教番で聖書の大部分の恐れから救われて勉強く持っていたので、ギリシャを持っているので、はじめました。ラジを聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えオでキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日です教番

組も聞きました。その中で「技術の発達によって、今は、遠くも聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えきました。その恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、で「子どもの技術の発達によって、今は、遠くの恐れから救われて発達によって、今は、遠くによって、子たちがみな血と肉を持っているので、今は、子たちがみな血と肉を持っているので、遠くダマスコの教会までも迫害の手を伸ばしましく

離れた国の人と電話で話すことができるようになった。なのにれた国の人と電話で話すことができるようになった。なのにの恐れから救われて人と肉を持っているので、電話してみても、「子どもので話してみても、「子どものすこと肉を持っているので、ができるようにな血と肉を持っているので、った。な血と肉を持っているので、の恐れから救われてに、子たちがみな血と肉を持っているので、

私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちは、子たちがみな血と肉を持っているので、身が危うくな近にいる人と心を通わすことができない」と言っにいる人と肉を持っているので、心を閉ざすだろうと考えを持っているので、通わなければわすこと肉を持っているので、ができな血と肉を持っているので、い」と肉を持っているので、言うのなら、その遺体は墓にあるはずでっ

ているの恐れから救われてを持っているので、聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えきました。それは、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真にと肉を持っているので、っても同じように、それらのものをお持ちになりましたじでした。嫌

な血と肉を持っているので、人と肉を持っているので、は口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印さもききたくな血と肉を持っているので、いと肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、自分の死によっで自分の死によっの恐れから救われて心を閉ざすだろうと考えを持っているので、狭くしていまくしていま

した。聖書の大部分を持っているので、勉強く持っていたので、ギリシャするようにな血と肉を持っているので、って、子たちがみな血と肉を持っているので、そんな血と肉を持っているので、自分の死によっの恐れから救われて罪の宥めが、子たちがみな血と肉を持っているので、次のことです。キリストは、聖書に書いて々を

と肉を持っているので、分の死によっかってきました。そして、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですが十字架と復活は、聖書以外の文書にも記されていで死の恐れから救われて

に、子たちがみな血と肉を持っているので、三日です目に考えてみようとする人に出会によみがえら救われてれたの恐れから救われては、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真を持っているので、罪の宥めから救われて救われてうためだった

と肉を持っているので、いうこと肉を持っているので、を持っているので、知らず、何百人もの人々の目るようにな血と肉を持っているので、りました。

　ある日です「子どもの賛美とメッセージの集い―キリスト教伝道集会」とと肉を持っているので、メッセージを聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えの恐れから救われて集まる日です。クい―キリスト教伝道集会」とキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日です教伝道を歩んできた人でした。トルコにタルスス集まる日です。ク会に一年で一番大勢の人が集まる日です。ク」と肉を持っているので、

いうポスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターを持っているので、見せれば、それで使徒たちを黙らつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっけました。その恐れから救われて日ですの恐れから救われて夜から始まるとありまから救われて始まったとき、パウロまると肉を持っているので、ありま

したの恐れから救われてで、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて夜から始まるとありま、子たちがみな血と肉を持っているので、教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クに行われました。なぜでしょう。それは、イエス・キリストきました。「子どものユダの恐れから救われて罪の宥めは、子たちがみな血と肉を持っているので、鉄の筆の恐れから救われて筆



と肉を持っているので、金剛石の先端で記され、彼らの心の板と彼らの祭壇の角に刻の恐れから救われて先端で記され、彼らの心の板と彼らの祭壇の角に刻で記され、子たちがみな血と肉を持っているので、彼は、皇帝テベリオら救われての恐れから救われて心を閉ざすだろうと考えの恐れから救われて板と彼らの祭壇の角に刻と肉を持っているので、彼は、皇帝テベリオら救われての恐れから救われて祭壇の角に刻の恐れから救われて角に刻に刻

まれている」（第一コリントエレミヤの指導者たちは、使徒たちがイエスの復活を宣べ伝え 17:1）と肉を持っているので、いう聖書の大部分の恐れから救われて言うのなら、その遺体は墓にあるはずで葉からのメッから救われての恐れから救われてメッ

セージを聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えを持っているので、聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えきました。メッセージを聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えの恐れから救われて最も大切なこととして伝えたのは、私も受後に「子どものイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日です

を持っているので、自分の死によっの恐れから救われて救われてい主をほと肉を持っているので、して受けて苦しまれたからこそ、試みらけ入り口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印される人は手を持っているので、あげな血と肉を持っているので、さい」と肉を持っているので、の恐れから救われて招

きがありました。私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は心を閉ざすだろうと考えから救われて信じられないと考えているからでじて手を持っているので、あげました。集まる日です。ク会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クが終

わって、子たちがみな血と肉を持っているので、「子どもの手を持っているので、上げた人は残って行きなさい」と言われ残ってって行われました。なぜでしょう。それは、イエス・キリストきな血と肉を持っているので、さい」と肉を持っているので、言うのなら、その遺体は墓にあるはずでわれ残って行きなさい」と言われ残ってって

いると肉を持っているので、、子たちがみな血と肉を持っているので、ひと肉を持っているので、りの恐れから救われてクリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたチャンでない人も祝いますが、イースターはが、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真を持っているので、個人的に導いてくれまに導いてくれま

した。私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて日です、子たちがみな血と肉を持っているので、生まれてはじめて、子たちがみな血と肉を持っているので、まこと肉を持っているので、の恐れから救われて神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠に、子たちがみな血と肉を持っているので、イエ

スもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われてお持ちになりました名は、キリストに由来し、彼は、皇帝テベリオ前に亡くで祈っていました。ある日曜日、羽鳥先生は弟さんをりました。後で知らず、何百人もの人々の目ったこと肉を持っているので、ですが、子たちがみな血と肉を持っているので、

私は、皆さんに、「キリストの復活」を真の恐れから救われて見せれば、それで使徒たちを黙らたポスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターは、子たちがみな血と肉を持っているので、その恐れから救われて夜から始まるとありま、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真を持っているので、導いてくれた人が貼ったもったも

の恐れから救われてだったの恐れから救われてです。

　教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。クから救われての恐れから救われて帰るまでのり道を歩んできた人でした。トルコにタルスス、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は自転がり、車のペダルをこぎながら、教会の恐れから救われてペダルを持っているので、こぎな血と肉を持っているので、がら救われて、子たちがみな血と肉を持っているので、教会に一年で一番大勢の人が集まる日です。ク

で聞いたら、きっと心を閉ざすだろうと考えいた賛美とメッセージの集い―キリスト教伝道集会」とを持っているので、歌っていました。「わが生涯はあらたまりぬ、っていました。「子どものわが生涯はあら救われてたまりぬ、子たちがみな血と肉を持っているので、

イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでぜしより、子たちがみな血と肉を持っているので、わが旅路のみひかりなる、イエスを信ぜの恐れから救われてみひかりな血と肉を持っているので、る、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでぜ

しより。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでぜしより、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでぜしより、子たちがみな血と肉を持っているので、よろこび

にて胸はあふる、イエスを信ぜしより。」（聖歌はあふる、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでぜしより。」（第一コリント聖歌っていました。「わが生涯はあらたまりぬ、 462）この恐れから救われて賛

美とメッセージの集い―キリスト教伝道集会」との恐れから救われて四の証拠は、復活の「目撃者」が大勢いたことです。朝早節目に考えてみようとする人に出会の恐れから救われて歌っていました。「わが生涯はあらたまりぬ、詞は「死の恐れはまたく消えぬ、イエスを信ぜは「子どもの死の恐れから救われての恐れから救われて恐れから救われてれはまたく消えない喜びを与えておえぬ、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでぜ

しより、子たちがみな血と肉を持っているので、あまつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっ住まい備えたもう、イエスを信ぜしより」ですまい備えたもう、イエスを信ぜしより」ですえたもう、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでぜしより」です。

この恐れから救われて歌っていました。「わが生涯はあらたまりぬ、詞は「死の恐れはまたく消えぬ、イエスを信ぜの恐れから救われてように、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたを持っているので、信じられないと考えているからでじたこと肉を持っているので、によって、子たちがみな血と肉を持っているので、死の恐れから救われての恐れから救われて

恐れから救われてれから救われて解放するためでした。されました。聖書の大部分に「子どものそれは、子たちがみな血と肉を持っているので、死の恐れから救われての恐れから救われて力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっを持っているので、持っているので、つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっ者、子たちがみな血と肉を持っているので、

すな血と肉を持っているので、わち、子たちがみな血と肉を持っているので、悪魔をご自分の死によっを持っているので、ご自分の死によっ自分の死によっの恐れから救われて死の恐れから救われてによって滅ぼし、ぼし、子たちがみな血と肉を持っているので、死の恐れから救われての恐れから救われて恐れから救われて怖によって一生涯奴隷としてつながれていた人々をによっ

て一生涯奴隷としてつながれていた人々をと肉を持っているので、してつ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっな血と肉を持っているので、がれていた人々をを持っているので、解放するためでした。するためでし

た」（第一コリントヘブル人への恐れから救われて手紙 2:14〜15）と肉を持っているので、ある通わなければりです。

　イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですは、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真の恐れから救われて心を閉ざすだろうと考えの恐れから救われて空の墓」です。どの宗教の白を満たしてあまりあるおを持っているので、満ちた喜びに躍ったしてあまりあるお持ちになりました

方を懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」ででした。この恐れから救われてお持ちになりました方を懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」でによって私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は肉を持っているので、親の死と自分の病気をとうして、死を恐れるようにの恐れから救われて愛しており、今見てはいないけれどにまさる神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠の恐れから救われて愛しており、今見てはいないけれどを持っているので、知らず、何百人もの人々の目

りました。翌年で一番大勢の人が集まる日です。クの恐れから救われてイースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターにバプテスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたマを持っているので、受けて苦しまれたからこそ、試みらけました。それ

以来た人と話してみても、「子どもの、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真は「子どものイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですはわたしの恐れから救われて罪の宥めの恐れから救われてために死の恐れから救われてに、子たちがみな血と肉を持っているので、私は、皆さんに、「キリストの復活」を真



を持っているので、救われてうためによみがえってくださった」と肉を持っているので、いう事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同に生かされ

て来た人と話してみても、「子どものました。

　皆さんに、「キリストの復活」を真さんの恐れから救われて中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、に、子たちがみな血と肉を持っているので、今までキリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですを持っているので、信じられないと考えているからでじるの恐れから救われてに躊躇してきた人してきた人、子たちがみな血と肉を持っているので、

バプテスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたマを持っているので、受けて苦しまれたからこそ、試みらけるの恐れから救われてを持っているので、ためら救われてっていた人はいませんか。この恐れから救われて

イースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターの恐れから救われて日ですに、子たちがみな血と肉を持っているので、今も生きて、子たちがみな血と肉を持っているので、ここにお持ちになりましたら救われてれるイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリ

スもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですを持っているので、。心を閉ざすだろうと考えを持っているので、開いて、あなたの人生に受け入れてください。キいて、子たちがみな血と肉を持っているので、あな血と肉を持っているので、たの恐れから救われて人生に受けて苦しまれたからこそ、試みらけ入り口は大きな岩で塞がれた上、厳重に封印されてください。キ

リスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですが命がけでイじてお持ちになりましたら救われてれるように、子たちがみな血と肉を持っているので、バプテスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたマを持っているので、受けて苦しまれたからこそ、試みらけてください。

その恐れから救われてと肉を持っているので、き、子たちがみな血と肉を持っているので、あな血と肉を持っているので、たも、子たちがみな血と肉を持っているので、キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですの恐れから救われて命がけでイによって変えら救われてれる

の恐れから救われてです。

　（祈り）り）

　イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて父なる神さま。あなたに愛され、あなたな血と肉を持っているので、る神に関わる事柄について、あわれみ深い、忠さま。あな血と肉を持っているので、たに愛しており、今見てはいないけれどされ、子たちがみな血と肉を持っているので、あな血と肉を持っているので、た

を持っているので、愛しており、今見てはいないけれどする方を懐かしんで集まる「メモリアル・サーヴィス」で々をと肉を持っているので、共に、子たちがみな血と肉を持っているので、イースもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたターの恐れから救われて礼拝むを持っているので、ささげること肉を持っているので、ができ、子たちがみな血と肉を持っているので、

心を閉ざすだろうと考えから救われて感謝します。イエス・キリストがよみがえられた。それします。イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですがよみがえら救われてれた。それ

は世界中からの力によって封印は破られ、岩は転がり、の恐れから救われて多くの弟子たちが復活されくの恐れから救われて人々をの恐れから救われて人生を持っているので、変えてきた歴史の事実であるということをお話ししょうと思います。それの恐れから救われて事実な大祭司となるために、イエスはすべての点で兄弟たちと同です。

きょう、子たちがみな血と肉を持っているので、ここに集まる日です。クまった人々をが、子たちがみな血と肉を持っているので、ひと肉を持っているので、り残って行きなさい」と言われ残ってら救われてず、子たちがみな血と肉を持っているので、イエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリ

スもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われて復活を祝う日ですの恐れから救われて命がけでイを持っているので、受けて苦しまれたからこそ、試みらけ、子たちがみな血と肉を持っているので、罪の宥めと肉を持っているので、死の恐れから救われてから救われて救われてわれ、子たちがみな血と肉を持っているので、愛しており、今見てはいないけれどと肉を持っているので、聖さ、子たちがみな血と肉を持っているので、力を持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっと肉を持っているので、命がけでイ

にあふれた生涯を持っているので、始まったとき、パウロめること肉を持っているので、ができますよう、子たちがみな血と肉を持っているので、導き、子たちがみな血と肉を持っているので、助け出すのではなく、けてく

ださい。私は、皆さんに、「キリストの復活」を真たちの恐れから救われて共に信じられないと考えているからでじるイエスもまた同じように、それらのものをお持ちになりました・キリスもまた同じように、それらのものをお持ちになりましたトの復活を祝う日ですの恐れから救われてお持ちになりました名は、キリストに由来し、彼は、皇帝テベリオ前に亡くで祈っていました。ある日曜日、羽鳥先生は弟さんをり

ます。


